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上

　
中
里
の
中
央
を
貫
ぬ
く
七
川
。
こ

の
川
の
名
の
起
源
は
、
上
流
鷹
羽
開

拓
部
落
附
近
で
七
ツ
の
谷
川
に
水
源

を
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
う
呼

ば
れ
て
い
る
。
小
沢
、
大
林
の
沢
、

ツ
ブ
ラ
の
沢
、
西
方
の
沢
、
小
七
川

大
七
川
、
南
沢
の
七
ッ
が
そ
れ
で
あ

る
。

　
こ
の
七
川
が
信
濃
川
に
そ
そ
ぐ
ほ

と
り
、
桂
部
落
の
関
門
に
奇
石
を
集

め
、
名
木
茂
る
小
公
園
の
如
き
庵
が

あ
る
。
こ
の
庵
の
主
、
そ
の
名
吉
治
、

号
を
桂
仙
と
称
す
。
中
里
村
上
干
溝

の
生
れ
で
あ
る
。
若
き
日
に
は
画
才

に
恵
ま
れ
、
東
京
の
川
端
画
塾
に
学

び
洋
画
を
専
攻
、
そ
の
後
転
じ
て
肖

像
画
に
特
異
な
才
能
を
発
揮
、
昭
和

八
年
戦
争
疎
開
で
帰
郷
後
は
郷
に
在

っ
て
中
里
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
各
句

会
、
句
誌
等
に
も
其
の
鋭
い
特
異
な

る
感
覚
を
盛
っ
た
詩
、
同
好
者
注
目

の
的
で
あ
る
。
圃
人
と
し
て
の
桂
仙

老
は
知
る
人
が
多
い
が
、
俳
人
と
し

て
は
旬
会
の
同
人
以
外
は
余
り
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
う
。
こ
こ
に
そ
の

い
く
つ
か
の
秀
句
を
紹
介
し
て
丈
人

桂
仙
を
味
わ
っ
て
見
よ
う
。

▽
桑
の
実
に
口
染
む
児
等
の
追
れ
行

く

原

老紅
　
紫

　誰し

も
が
幼
な
い
追
億
に
残
る
一

コ
マ
で
あ
る
。
畑
を
踏
み
荒
す
こ
と

や
た
く
さ
ん
桑
の
実
を
食
べ
て
下
痢

を
起
し
た
り
大
人
は
余
り
喜
ば
な
い

が
、
甘
酢
っ
ぱ
い
紫
の
実
は
子
供
達

に
は
大
き
な
み
り
ょ
く
が
あ
る
。
桃

画
を
見
る
よ
う
な
写
実
句
で
あ
る
。

▽
銃
迫
る
漸
く
鷺
翔
た
ん
と
す

　
迫
力
あ
る
句
、
典
形
的
な
日
俳
句

調
。
さ
ぎ
と
云
う
鳥
は
仲
女
デ
リ
ケ

ー
ト
な
神
経
を
持
っ
て
い
る
。
一
面

そ
の
行
動
は
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で

直
ぐ
に
も
射
て
そ
う
で
、
射
ち
に
く

い
そ
う
で
あ
る
。
白
鷺
の
芦
間
に
飛

翔
す
る
画
の
ご
と
き
瞬
間
、
黒
女
と

光
る
銃
身
か
呼
吸
を
殺
し
て
狙
っ
て

い
る
。
静
に
み
な
ぎ
る
動
、
動
に
み

な
ぎ
る
静
、
剣
道
の
極
意
を
見
る
よ

う
だ
。

▽
蓬
簾
や
空
席
ニ
ツ
吾
子
遠
し

　
今
は
余
り
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ

う
だ
が
、
我
六
の
子
供
の
頃
は
家
族

で
外
に
働
き
に
出
て
い
る
者
が
あ
る

と
、
盆
、
正
月
、
祭
日
等
は
影
膳
と

云
っ
て
そ
こ
に
い
る
如
く
膳
を
作
り

供
え
た
も
の
で
あ
る
。
他
郷
に
い
て

影
膳
を
供
え
て
も
ら
え
ば
空
腹
な
目

に
あ
わ
な
い
と
、
祖
母
が
種
女
例
を

挙
げ
て
語
っ
て
聞
か
せ
て
く
れ
た
の

を
覚
え
て
い
る
。
貧
し
い
農
村
で
は

盆
、
正
月
に
も
帰
郷
せ
す
働
い
て
い

る
夫
や
子
供
達
に
さ
＼
や
か
な
祝
膳

を
供
え
て
感
謝
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

正
月
の
句
と
し
て
は
味
わ
い
深
い
も

の
で
あ
る
。

▽
村
護
る
城
壁
の
ご
と
稲
架
続
く

　
米
も
城
壁
も
国
の
守
り
、
稲
架
の

掛
け
廻
さ
れ
た
部
落
に
城
壁
の
あ
る

支
那
の
街
の
如
き
連
想
を
持
つ
農
村

の
風
景
詩
で
あ
る
。
老
人
の
別
句
に

▽
秋
晴
や
稲
架
の
城
壁
崩
れ
去
る

の
秀
作
が
あ
る
。

▽
旧
情
は
炉
辺
の
號
珀
に
あ
た
た
ま

る　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
名
を
検

三才児歯科検診の結果

歯科医藤田博
g
芭
気
”
摩
＆
槌
て
も
♂
い
鱒
が
ぜ
“
軌
〃

　
久
方
振
り
に
旧
友
に
逢
う
た
。
訪

報
蒲
濃
ね
罷
髪

た
た
め
て
話
は
尽
き
な
い
。
現
珀
の

酒
の
温
り
と
旧
情
を
あ
た
た
め
る
両

方
に
取
る
。
酒
好
き
の
老
を
知
る
者

に
は
お
の
づ
と
心
温
る
句
で
あ
る
。

口
齢
す
で
に
七
十
、
尚
か
く
し
ゃ
く
と

［
酒
に
親
し
み
、
画
に
句
作
に
活
躍
し

一
て
い
癌
老
の
今
後
の
茎
そ

．
我
等
後
輩
の
大
い
に
期
待
し
、
且
つ

学
ぶ
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
（
来
月
は
武
田
一
声
の
予
定
）

』　
　
　
　
　
　
3
鳴
i
；

診
の
結
果
、
異
常

を
認
め
な
か
っ
た

人
は
、
僅
か
一
人

で
一
人
当
り
平
均

九
本
の
ム
シ
歯
を

持
っ
て
い
る
と
云

う
状
態
で
す
。
一

番
ム
シ
歯
に
か
か

っ
て
い
る
場
所
は

矢
張
り
奥
歯
c
、

こ
れ
は
口
腔
清
掃

が
完
全
に
行
わ
れ

て
い
な
い
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す

そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
ム
シ
歯
を
防

ぐ
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

A
、
口
腔
清
掃
を
す
る
こ
と

　
程
度
の
悪
い
ム
シ
歯
程
不
潔
な
口

腔
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
三
才
児
で

は
ま
だ
歯
ブ
ラ
シ
を
正
し
く
使
っ
て

口
腔
を
清
掃
す
る
事
が
出
来
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
ど
う
し
て
も
母
親
が
そ

れ
を
助
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

番
簡
単
な
方
法
は
母
親
の
指
に
ガ
ー

ゼ
の
ま
い
て
子
供
の
歯
を
こ
す
る
と

霧
蒸
鐸
舞

一
日
一
～
二
回
朝
と
晩
に
行
う
様
に

し
ま
す
。
此
の
様
に
す
る
事
に
よ
っ

て
歯
が
き
れ
い
に
な
る
だ
け
で
な
く

母
親
が
初
期
の
ム
シ
歯
を
容
易
に
発

見
出
来
る
事
に
も
な
り
ま
す
。

B
、
余
り
甘
い
も
の
を
与
え
な
い
事

　
子
供
に
問
食
を
さ
せ
な
い
と
云
う

事
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
な
る
べ
く

糖
分
の
少
な
い
も
の
を
与
え
る
様
に

し
ま
し
ょ
う
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
様
に

様
な
お
菓
子
は
さ
け
た
方
が
よ
ろ
し

い
か
と
思
い
ま
す
。
食
ぺ
た
後
は
必

す
「
う
が
い
」
を
さ
せ
て
口
の
中
に

食
物
の
粕
が
残
ら
な
い
よ
う
に
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
歪
．
す
。

C
、
阜
期
治
療

　
現
在
あ
る
ム
シ
歯
は
治
療
す
る
よ

一
。
の
窪
い
つ
ま
で
義
つ
て
い
る

、
r
｛
に
方
法
が
通
り
ま
せ
ん
。
放
置

す
れ
ぱ
大
き
く
な
っ
て
行
く
だ
け
で

最
後
に
は
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
骨
膜
炎

に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。
乳
歯
の
ム

シ
歯
は
発
生
も
進
行
も
非
常
に
早
い

の
で
初
期
の
間
に
見
つ
け
て
処
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

D
、
妊
娠
し
た
ら
栄
養
に
注
意
す
る

乳
歯
は
母
胎
内
で
形
成
さ
れ
ま
す
か

ら
、
妊
娠
し
た
ら
骨
や
歯
の
発
育
に

必
要
な
栄
養
分
を
充
分
に
と
り
、
妊

娠
中
に
丈
夫
な
歯
や
身
体
を
作
る
よ

う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。
栄
養
に
関

し
て
は
保
健
婦
、
栄
養
士
さ
ん
に
相

談
す
る
こ
と
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う

　
以
上
ム
シ
歯
の
予
防
方
法
に
つ
い

　て

述
べ
て
見
ま
し
た
が
此
の
事
に
は

母
親
の
協
力
が
非
常
に
大
切
で
あ
り

　
ま
す
の
で
、
此
の
重
要
性
を
良
く
認

識
さ
れ
て
健
康
な
子
供
を
育
て
る
様

に
努
力
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
か
・
キ
、

プ
ー
ル
の
な
い
山
の
カ
ッ
パ
連
に
と

っ
て
は
川
泳
ぎ
が
な
に
よ
り
の
た
の

し
み
。
毎
年
夏
体
み
に
な
る
と
P
T

A
の
方
女
の
水
泳
監
視
、
炎
天
下
ご

苦
蛍
さ
ま
だ
が
プ
ー
ル
が
で
き
る
ま

で
は
地
域
ぐ
る
み
で
こ
ど
も
を
水
禍

か
ら
守
り
ま
し
よ
う
。

◎
「
槌
の
音
」
と
い
う
カ
コ
ミ
欄
を

設
け
ま
し
た
。
ツ
チ
の
オ
ト
を
建
設

に
コ
ジ
ツ
ケ
た
わ
け
で
す
が
、
家
づ

く
り
、
村
づ
く
り
、
人
間
づ
く
り
に

ふ
さ
わ
し
い
建
設
的
な
ご
意
見
、
王
張

な
ど
を
翁
寄
せ
下
さ
い
。

斡
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の
立
日

◎
い
よ
く
十
二
線

の
開
さ
く
工
事
が
始

め
ら
れ
た
。
完
成
ま

で
に
は
四
ヵ
年
く
ら

い
の
見
通
し
と
の
こ

と
。
四
ヵ
年
と
い
う

と
先
の
長
い
話
で
あ

る
よ
う
だ
が
、
こ
れ

が
確
定
的
で
あ
る
と

し
た
ら
そ
う
長
い
も
の
で
も
あ
る
ま

い
。
村
民
挙
げ
て
の
喜
び
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
こ
の
道
路
が
完
成
し

蓼
村
の
産
業
が
妻
く
鍔
る
な

ん
て
ヤ
ボ
な
こ
と
は
い
わ
な
い
が
、

少
な
く
と
も
如
何
に
し
て
刹
用
し
、

生
か
し
て
行
く
か
は
今
か
ら
十
分
考

え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は

な
か
ろ
う
か
。
い
や
、
も
っ
と
ガ
メ

ッ
く
今
か
ら
何
か
を
始
め
て
お
か
な

く
て
は
…
…
。
完
成
し
て
沿
道
の
村

民
に
落
ち
た
も
の
は
ホ
コ
リ
だ
け
だ

っ
た
、
な
ん
て
こ
と
の
な
い
よ
う
に

。
．
：
●
9
◎

　
私
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
百
姓

は
目
先
き
の
こ
と
に
な
る
と
実
に
ガ

メ
ッ
い
。
少
し
で
も
先
き
の
こ
と
に

な
る
と
ま
あ
何
と
か
な
る
さ
…
…
の

主
義
。
宿
命
的
な
の
か
も
知
れ
な
い

が
・
し
か
し
・
現
今
の
社
会
で
は
こ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
年
の
決
定
を

の
よ
う
な
考
え
方
だ
け
は
捨
て
な
く
み
た
ら
、
つ
づ
い
て
来
年
の
米
価
．
．
．

て
は
…
…
・
も
っ
と
先
を
見
通
し
て
　
…
て
な
調
子
で
、
今
年
の
あ
り
方
を

ガ
メ
ツ
く
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
反
省
し
、
自
分
達
の
ほ
ん
と
う
の
声

◎
米
価
要
求
に
し
て
も
そ
う
で
あ
を
政
治
に
反
映
す
べ
く
、
み
ん
な
で

る
。
米
価
が
決
定
さ
れ
る
前
に
な
つ
努
力
し
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

て
か
ら
要
求
大
会
。
何
か
セ
ッ
パ
つ
　
　
隣
の
家
が
倉
を
建
て
る
と
、
こ
つ

ま
ら
ん
う
ち
は
動
か
な
い
ー
こ
と
ち
は
腹
を
立
て
る
．
．
．
．
．
な
ん
て
の
は

で
は
ダ
メ
。
し
か
も
こ
の
米
価
要
求
古
い
話
だ
が
、
現
今
の
社
会
で
展
民

大
会
は
本
末
顛
倒
の
よ
う
な
気
が
す
が
向
上
し
て
行
く
に
は
、
ほ
ん
と
う

る
。
県
で
農
業
団
体
の
要
求
米
価
が
に
お
互
い
に
理
解
し
協
力
し
て
、
み

決
ま
っ
て
か
ら
郡
や
村
で
要
求
大
会
ん
な
の
力
で
生
産
も
政
治
へ
の
要
求

…
何
か
年
中
行
事
的
な
こ
と
に
な
り
も
お
し
進
め
て
行
か
な
く
て
は
な
ら

そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
女
か
ら
こ
の
こ
と
に
努
力
が
必
要
　
　
　
　
■
　
　
　
　
（
高
橋
信
雄
）
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参
議
院
選
挙
終
る

　
　
　
　
投
票
率
前
回
を
上
廻
・

去
る
七
月
一
日
執
行
さ
れ
た
参
議

院
生
国
区
、
地
方
区
選
出
議
員
選
挙

は
、
梅
雨
の
時
期
で
は
あ
っ
た
が
さ

わ
い
い
天
候
に
恵
ま
れ
て
か
全
村
十

二
投
票
区
と
も
出
足
は
よ
く
、
投
票

率
は
前
回
六
九
・
四
九
パ
ー
セ
ン
ト

を
大
巾
に
上
廻
り
七
九
・
二
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
示
し
た
。
男
女
別
に
は
女

性
が
や
＼
劣
る
も
の
、
前
回
対
比
で

は
女
性
の
伸
び
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
開
票
は
即
日
、
午
後
八
時
よ
り
役

場
で
行
な
わ
れ
、
地
方
区
は
午
前
零

時
、
全
国
区
は
習
日
午
前
五
時
各
女

投
票
が
判
明
し
た
。
今
回
の
選
挙
に

は
無
効
投
票
が
約
十
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
も
あ
り
、
．
地
方
区
、
全
国
区
の
投

票
用
紙
の
と
り
ち
が
い
が
目
だ
ち
、

せ
っ
か
く
の
投
票
が
無
駄
に
な
っ
た

も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
選
挙
人

に
自
覚
と
注
意
を
喚
起
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

　
以
下
中
里
村
の
投
票
の
状
況
、
得

票
数
は
次
の
通
り
。

▽
投
票
の
状
況

区

分

選
挙
当
日
の
有
権
者
数

全国区i区方地

投
票
者
数

投
　
票
　
率

投
票
者
数

投
、
票
　
率

男
一
一
、
五
五
四

一
一
、
○
八
九

八
一
・
七
九

女

一
二
、
八
奎

一
二
、
二
・
四

｝
七
六
．
九
八

一
一
、
○
八
八

八
一
・
七
五

計
五
、
四
一
七

七四
九、
●　一

二九
五三

七二
＿』‘』　　、

ノ￥

9　＿
九〇
五三
七四
九、
●　一

二九

▽
得
票
の
状
況

〔
地
方
区
〕

有
効
投
票
総
数

　
　
　
　
　
三
、
八
一
六

　
候
補
者
別
　
　
得
票
数

杉
山
善
太
郎

　
　
　
　
一
、
三
七
三
・

小
柳

士
・
田

牧
衛

　
一
、
九
山
ハ
○

兼
治

　
　
　
四
八
三

得一
票○
率○

三
山
ハ
・
○

五
一
・
四

一
一
一
・
山
ハ

〔
全
国
区
〕

有
効
投
票
総
数
三
、
七
五
五

◇
得
票
数
十
位
ま
で

▽
藤
原
道
子

▽
岩
間
正
男

辻
　
武
寿

稲
浦
鹿
蔵

野
知
浩
之

安
田
善
一
郎

▽
大
谷
藤
之
助
自
一
五
一

横松江山
川村藤崎
正秀
市逸智斉

社
三
四
四
・
三
八
九

共
三
八
六
・
九
三
七

無
壬
一
七

自
一
一
〇
〇

自
一
八
五

自
一
六
一
一

　
　
　
　
・
九
三
七

自
一
三
三

自
一
三
三

自
一
一
一
七

竺
一
廿

▽
政
党
分
布
率

自
由
民
主
党
一
、
八
二
一
・
五
八
二
・
二
票
四
・
八
％
▽
諸
派
四
六
票
一
・

票
四
八
・
五
％
▽
日
本
社
会
党
九
＝
二
％
▽
無
所
属
三
七
三
・
四
八
九
票

・
七
三
二
票
二
四
、
四
％
▽
民
主
社
＝
○
・
0
（
う
ち
創
価
学
会
関
係
二

会
党
一
一
五
・
〇
六
二
票
三
・
一
％
㎜
八
八
・
五
一
六
票
七
・
七
％
）

▽
日
本
共
産
党
三
〇
〇
・
〇
六
六
票
　
　
合
計
　
三
、
七
五
四
・
九
九
三
票

八
・
○
％
▽
同
志
会
一
八
一
・
〇
六
　
　
一
〇
〇
・
○
％

き
琶
明
』
医
㌧
一
護
㌧
；
、
毒
ユ
ー
4
ミ
2
，
ー

　
　
　
十
二
峠
開
難
工
事
－

　
　
　
　
自
衛
隊
の
ブ
ル
ト
・
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ー
大
活
躍

〔
既
報
〕
待
望
の
十
二
峠
開
馨
工
事
皿
的
に
開
始
さ
れ
、
現
地
は
活
気
に
あ

が
、
葎
沢
地
内
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
【
ふ
て
い
る
。

鱗
麟

　
　
　
鐘

．
灘
纏

灘　

葎沢地内でス活躍のブルトーザ
　
去
る
七
月
五
日
に
工
事
の
主
力
と

な
る
自
衛
隊
高
田
駐
屯
部
隊
地
区
施

設
隊
村
上
一
尉
作
業
隊
長
以
下
三
十

数
名
の
隊
員
が
現
地
に
駐
屯
、
連
日

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
三
台
外
車
輌
を
駆

使
、
土
煙
り
を
あ
げ
て
土
砂
開
盤
作

業
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ブ
ル

ト
ー
ザ
ー
で
粗
く
切
り
取
ら
れ
て
い

く
道
路
の
法
切
り
、
路
面
仕
上
げ
は

県
士
木
出
張
所
の
直
営
人
夫
二
十
数

名
が
こ
れ
に
あ
た
っ
て
お
り
、
機
械

力
の
利
用
に
よ
り
工
事
の
進
捗
ぶ
り

は
め
ざ
ま
し
い
。
現
在
の
予
定
で
は

自
衛
隊
の
今
年
の
作
業
は
十
月
ま
で

で
約
三
ヵ
月
間
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
秋
ま
で
に
は
か
な
り
進
行
す

る
模
様
で
あ
る
。

　
な
お
、
来
る
八
月
三
日
に
は
清
津

峡
小
学
校
で
塚
田
知
事
を
迎
え
起
工

の
鍬
入
れ
式
が
挙
行
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。

　
i
亀
ノ
●
§

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
既
報
〕
田
沢

田沢中屋体改築工事

七月一日着工

木
が
落
札
。
た
だ
ち
に
請
負
に
附
さ

れ－、

去
る
七
月
一
日
着
工
さ
れ
た
。

な
お
竣
工
は
十
二
月
三
十
日
の
予
定

で
あ
る
。

中
学
校
屋
内
運

動
場
改
築
工
事

は
、
去
る
山
ハ
月

一
一
＋
八
日
中
里

村
公
民
舘
会
議

室
に
於
い
て
五

業
者
に
よ
る
競

争
入
札
が
行
な

わ
れ
、
そ
の
結

果
、
屋
内
運
動

場
本
屋
（
鉄
骨
，

造
り
、
十
五
X
二
十
五
間
）
工
事
を

三
千
百
四
＋
万
円
で
長
岡
市
三
高
土

有
望
な
葉
夕

・
バ
ゴ
栽
培

　
　
　
　
順
調
な
生
育
状
況

換
金
作
物
と
し
て
有
利
で
安
定
し

て
い
る
タ
バ
コ
の
栽
培
が
、
今
年
度

か
ら
東
田
沢
、
豊
里
、
鷹
羽
地
区
な

ど
で
は
じ
め
ら
れ
、
い
ま
ま
で
に
栽

培
経
験
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
が
、

新
生
産
地
で
あ
る
の
で
土
壌
中
に
ウ

ィ
ル
ス
や
其
の
他
の
タ
バ
コ
病
原
菌

が
少
な
く
、
い
ま
の
と
こ
ろ
モ
ザ
イ

ク
病
、
立
枯
病
等
の
発
生
は
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
す
、
生
育
状
況
は
す
こ
ぶ

る
順
調
。
収
量
も
大
体
平
年
作
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
最
近
は
婦
人
層
の
喫
煙
家
な
ど
が

増
え
て
い
る
の
で
、
年
汝
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
消
費
の
伸
び
が
見
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
情
勢
か
ら
中
里
村
と

し
て
も
タ
バ
コ
栽
培
に
力
を
入
れ
、

三
十
八
年
度
に
は
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
四
十
年
度
に
は
五
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
栽
培
面
積
を
増
大
し
、
中
里
村

の
農
産
物
販
売
高
の
中
、
タ
バ
コ
の

販
売
高
を
養
蚕
に
次
ひ
、
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
計
画
し
て
い
る
。
そ
の

．
た
め
耕
種
条
件
の
改
善
へ
労
力
の
節

限
、
品
質
の
向
上
、
増
収
を
は
か
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
力
を
注
い

　
　
　
（
三
面
へ
つ
づ
く
）
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村
内
三
学
対
抗
球
技
大

会
行
な
わ
れ
る

　
去
る
六
月
二
十
五
日
、
田
沢
校
グ

ラ
ン
ド
で
村
内
三
甲
学
対
抗
球
技
大

会
（
野
球
、
卓
球
、
排
球
）
が
行
な

わ
れ
た
。
連
日
の
梅
雨
空
で
各
学
校

と
も
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
調
整
に

骨
を
折
っ
た
が
、
こ
の
日
は
さ
い
わ

い
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
終
日
熱
戦

が
展
開
さ
れ
た
。
成
績
は
次
の
と
お

り
o　

　
〔
野
　
球
〕

▽
一
位
皿
田
沢
中
▽
二
位
”
倉
俣
中

▽
三
位
踵
貝
野
中

　
　
〔
排
　
球
〕

▽
一
位
鱈
貝
野
中
▽
二
位
聡
田
沢
中

▽
三
位
腿
倉
俣
中

　
　
〔
卓
球
〕
肝
男
子
K

▽
一
位
甜
貝
野
中
▽
二
位
H
田
沢
中

▽
三
位
∬
倉
俣
中

　
　
　
H
女
子
器

▽
一
位
旺
倉
俣
中
▽
二
位
背
貝
野
中

▽
三
位
H
田
沢
中

　
な
お
、
こ
の
大
会
に
つ
づ
い
て
去

る
七
月
一
日
、
津
南
町
下
船
渡
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
郡
市
中

学
校
対
抗
野
球
、
排
球
大
会
は
、
田

沢
中
が
野
球
と
．
排
球
、
倉
俣
中
が
野

球
、
貝
野
中
が
排
球
に
各
女
出
場
し
．

た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
た
。

【
写
真
は
村
内
三
中
学
対
抗
球
技
大

会
の
熱
戦
】

　
ム
▲
き
▼
●
▲
墨
U
↓

一青年県外研修生派遣一
　青年会長高橋信雄君北海道へ

県
教
育
委
員
会

で
は
、
青
少
年
教

有
の
振
興
を
図
る

た
め
、
毎
年
、
農

業
青
年
を
県
外
先

進
地
に
派
遣
し
、

青
年
達
に
明
る
い

希
望
を
与
え
よ
う

と
、
社
会
教
育
の

面
か
ら
先
進
地
の

生
活
、
文
化
、
農

業
生
産
な
ど
に
つ

い
て
実
習
、
視
察

や
現
地
青
少
年
と

の
経
験
交
流
、
交

歓
を
通
し
て
見
聞
を
広
め
、
や
が
て

郷
土
の
青
少
年
活
動
に
そ
の
成
果
を

活
か
し
、
村
づ
く
り
町
づ
く
り
の
中

核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
今
年
は
北
海
道
へ

七
月
十
六
日
か
ら
約
一
ヵ
月
間
、
県

下
各
地
か
ら
選
ぱ
れ
た
二
†
名
の
農

業
青
年
が
派
遣
さ
れ
る
が
、
中
里
村

か
ら
も
連
合
青
年
会
長
高
橋
信
雄
君

が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
修

生
は
各
女
、
農
業
経
営
、
青
年
団
体

青
少
年
グ
ル
ー
プ
、
青
年
学
級
な
ど

の
に
つ
い
て
　
　
　
　
を
も
ち
ヤ
　
ぬ

裏
分
宿
ま
た
は
北
海
響
年
の
家

な
ど
に
合
宿
し
て
研
修
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
学
校
林
手
入
れ

田
沢
中
で
は
六
月
二
十
日
全
校
生

農
地
を
売
買
な
ど
す
る

場
合
ノ
●

　
田
や
畑
（
農
地
）
を
宅
地
や
道
路

水
路
、
原
野
、
養
鯉
用
タ
ナ
ン
ボ
等

に
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
に
届

出
て
知
亭
の
許
可
が
な
け
れ
は
、
農

地
を
展
地
以
外
に
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
こ
と
は
、
皆
様
が
よ
く
御
存
知

の
通
り
で
す
。
こ
の
許
可
が
な
い
の

に
着
手
い
た
し
ま
す
と
、
県
で
現
地

調
査
を
し
て
原
形
に
復
さ
な
い
と
許

可
し
ま
せ
ん
し
、
罰
則
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
許
可
証
が
交
付
に

な
り
ま
す
と
。
工
事
に
着
手
出
来
ま

す
し
、
許
可
証
に
よ
っ
て
登
記
を
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
許
可
に
な

っ
た
日
か
ら
一
ヵ
年
以
内
に
登
記
を

徒
で
学
校
林
の
下
草
刈
実
施
。
約
十

診
の
杉
の
子
た
ち
は
さ
っ
ぱ
り
と
し

一
て
涼
し
そ
う
。
も
う
湯
呑
茶
碗
ぐ
ら

一
い
の
大
き
さ
に
成
長
し
て
い
る
。

郡
市
社
会
教
育
大
会

　
　
　
今
年
は
川
西
で
7
月
22
B
に

　
き
た
る
七
月
二
十
二
日
、
午
前
十

時
よ
り
川
西
町
千
手
小
学
校
で
郡
市

社
会
教
育
振
興
会
主
催
に
よ
る
第
八

回
郡
市
社
会
教
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
は
中
魚
沼
郡
十
日

町
市
内
の
人
た
ち
が
集
り
、
講
演
を

き
い
た
り
分
科
会
で
地
域
の
社
会
教

育
活
動
の
よ
う
す
を
話
し
あ
い
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
や
く
ら
し
に
役
立
て

よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
開
か
れ
、
今

年
は
講
師
に
長
野
県
伊
那
市
楽
生
学

団
長
小
林
文
成
氏
を
招
聰
し
て
、

「
老
人
は
変
る
」
と
い
う
演
題
で
講

演
を
き
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
お
ぜ
い
参
加
し
て
下
さ
い
。

し
な
い
と
、
そ
の
許
可
証
は
取
り
消

し
処
分
に
よ
っ
て
無
効
と
な
り
ま
す

◇
農
地
以
外
は
不
用
で
す

一
、
権
利
証

　
古
証
文
（
売
人
が
保
管
し
て
あ
る

筈
）

一
、
住
民
票
抄
本

　
買
人
の
も
の
だ
け
（
役
場
戸
籍
係

　
で
交
付
さ
れ
ま
す
）
五
十
円
．

一
、
印
鑑
証
明
書

　
売
人
の
も
の
（
右
に
同
じ
）
五
十

　
円

＝
、
固
定
資
産
税
評
価
額
証
明
書

　
役
場
地
籍
係
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
無
料
。

一
、
双
方
の
印
鑑

　
売
人
は
印
鑑
証
明
と
一
致
す
る
も

　
の
買
人
は
な
ん
で
も
よ
い
。

　
以
上
揃
え
て
代
表
八
の
処
に
行
っ

て
頂
く
わ
け
で
す
が
、
登
記
所
の
登

記
簿
と
氏
名
の
字
の
違
い
や
番
地
の

違
い
等
が
あ
り
ま
す
と
、
こ
の
ほ
か

に
戸
籍
抄
本
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
（
次
回
は
自
作
農
剤
設
維
持
資
金
に

つ
い
て
）

定
休
日
閉
店
時
間
に

御
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
商

　
公
民
舘
報
「
な
か
さ
と
」
紙
上
に

商
工
関
係
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、
村
民
各
位
の
ご

意
見
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、
よ
り
サ

ー
ビ
ス
精
神
に
徹
し
て
中
里
村
発
展

の
一
助
と
な
る
様
努
力
し
た
い
と
お

も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
中
里
村
商
工
会
で
は
、
昨
年

六
月
よ
り
商
業
部
が
定
休
日
の
完
全

実
施
と
閉
店
時
間
の
徹
底
を
申
し
あ

わ
せ
、
定
休
日
に
つ
い
て
は
毎
月
五

日
と
二
十
日
の
二
回
、
閉
店
時
間
は

午
後
九
時
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
昨
年
来
、
労
働

基
雄
局
等
か
ら
業
者
に
対
し
て
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
工
会

や
希
望
が
あ
り
、
経
営
主
も
従
業
員

も
相
互
理
解
と
協
力
の
上
に
、
消
費

者
各
位
に
な
る
ぺ
く
迷
惑
を
お
か
け

し
な
い
よ
う
工
夫
研
究
し
て
実
施
し

て
お
り
峯
す
。
只
今
で
は
一
応
目
的

を
達
し
て
お
り
ま
す
が
、
消
費
者
各

位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
よ

り
一
層
定
休
日
、
閉
店
時
間
の
徹
底

が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
工
業
部
に
お
き
ま

し
て
も
本
年
度
よ
り
毎
月
一
回
ぐ
ら

い
各
業
者
と
も
休
業
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
話
し
あ
い
が
お
こ
な
わ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
各
位
の
ご
高
見

を
た
ま
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昭和57年7月15日とさか（3）第7嶋（禦叢翻鶉）な

今
月
の

農
事

ぱ
、
十
ア
ー
ル
当
り
硫
安
十
’
咳
位

施
用
で
き
よ
う
。
多
す
ぎ
る
と
頸
イ

る
。4

、
イ
モ
チ
防
除

菜
が
根
が
ウ
キ
上
が
る
の
で
、
畑
に

シ
キ
ワ
ラ
を
や
り
た
い
。
晴
の
日
が

、！

曜
置
琶
　
　
5
薫
　
　
　
　
　
蚕
　
　
　
　
雪
　
　
　
　
　
　
　
…
』

一
、
イ
ナ
作
管
理

モ
チ
の
危
険
も
あ
る
の
で
控
え
目
が

安
全
で
あ
る
。
穂
肥
散
布
に
あ
た
っ

　
今
年
は
例
年
に
な
く
イ
モ
チ
の
発

生
が
遅
か
っ
た
が
、
中
旬
に
な
っ
て

つ
づ
く
と
、
肥
の
吸
い
か
た
も
旺
盛

と
な
る
の
で
、
サ
ッ
ソ
ク
追
肥
と
し

ま
、

憂 　
そ
ろ
く
つ
ゆ
の
明
け
る
頃
と
な

っ
て
き
た
が
、
苺
年
の
こ
と
な
が
ら

心
配
さ
れ
る
こ
と
は
、
つ
ゆ
明
け
後

の
葉
イ
モ
チ
病
の
大
発
生
で
あ
る
。

　
先
日
、
新
潟
気
象
台
発
表
の
七
月

天
気
予
報
に
よ
れ
ぽ
、
七
月
中
旬
は

じ
め
に
つ
ゆ
の
中
休
み
が
あ
り
、
明

け
は
例
年
よ
り
二
～
三
日
位
お
く
れ

る
見
込
み
．
一
時
大
雨
の
恐
れ
も
あ

り
、
気
温
日
照
は
平
年
並
み
で
、
降

水
量
は
や
、
多
目
だ
と
い
う
。
さ
て

農
家
に
と
っ
て
七
月
の
天
気
以
上
に

気
に
な
る
の
は
、
本
年
産
米
の
価
格

が
ど
の
程
度
に
値
上
げ
さ
れ
る
か
で

あ
ろ
う
。
米
づ
く
り
農
家
に
と
っ
て

　
　
年
女
生
産
費
が
か
さ
ん
で
き
て

い
る
現
状
よ
り
し
て
、
そ
の
所
得
を

補
償
す
る
意
味
に
お
い
て
大
幅
な
米

価
の
値
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

過
繁
茂
し
、
軟
弱
徒
長
と
な
り
、
葉

が
ゆ
ら
く
と
垂
れ
下
る
よ
う
な
稲

臼
葉
枯
病
、
紋
格
病
、
イ
モ
チ
病
な

ど
の
発
生
し
て
い
る
稲
に
は
穂
肥
を

や
っ
て
は
い
け
な
い
。
茎
も
と
が
太

く
、
茎
葉
が
か
た
く
立
ち
、
幼
穂
形

成
期
に
お
い
て
、
適
度
に
黄
ぱ
ん
だ

稲
は
穂
肥
の
効
果
も
大
き
く
、
穂
量

の
増
加
も
可
能
と
な
る
。
穂
肥
の
適

期
は
一
般
に
出
穂
前
二
十
四
硬
二
十

五
日
の
幼
穂
形
成
期
に
あ
た
る
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
、
稲
の
分
け
つ

は
劣
え
、
茎
は
し
だ
い
に
直
立
し
は

じ
め
、
株
も
と
が
丸
味
を
帯
び
て
来

て
母
茎
の
根
も
と
に
二
～
三
デ
位
の

幼
穂
が
形
成
さ
れ
る
。

肥
の
適
期
だ
と
い
え
る
。
然
し
な
が

ら
山
地
の
晩
植
田
や
、
肥
効
の
持
続

す
る
下
層
施
肥
田
で
は
幼
穂
形
成
期

こ
の
頃
が
穂

て
は
、
茎
数
の
少
な
い
部
分
や
、
葉

色
の
淡
い
部
分
に
多
目
に
散
布
し
生

育
ム
ラ
を
少
く
し
よ
う
。

3
、
水
の
管
理
は

　
こ
れ
か
ら
出
穂
期
に
か
け
て
は
、

稲
に
と
っ
て
水
分
の
最
も
必
要
の
時

期
に
あ
た
る
。
水
分
不
足
の
た
め
に

減
収
し
や
す
い
も
の
も
こ
の
時
期
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
地
温
も
上
昇
し

や
す
い
の
で
、
掛
け
流
し
を
お
こ
な

っ
て
地
温
を
下
げ
る
と
同
時
に
、
土

中
へ
の
酸
素
の
供
給
を
お
こ
な
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
中

干
し
は
、
千
粒
重
を
落
し
、
稔
実
を

悪
く
す
る
の
で
常
時
深
水
と
な
り
や

　
　
二
、

　
※
白
菜
の
性
質

　
白
菜
は
源
し
い
気
候
を
好
む
暑
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
発
生
面
積
も
ふ
え
て
・
来
る
べ
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
の
が
来
た
感
が
す
る
。
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
多
発
が
予
測
さ
れ
る
。
と
く
に
畑
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
代
や
、
保
温
折
衷
苗
代
で
田
植
え
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
れ
た
も
の
は
厳
重
に
注
意
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
防
除
薬
剤
と
し
て
”
ブ
ラ
エ
ス
M
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
が
新
し
い
特
効
薬
と
し
て
出
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
使
用
法
は
、
粉
剤
十
ア
ー
ル
当

　
　
　
　
　
　
　
　
り
三
’
螺
、
水
和
剤
な
ら
千
倍
液
十

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
ル
当
り
百
五
十
尉
を
散
布
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
。
価
格
は
粉
剤
三
♂
屡
二
首
四

　
　
　
　
　
　
　
　
十
円
、
水
和
剤
百
屡
百
五
十
円
位
で

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
粉
剤
は
水
銀
剤
よ
り
少
し
高

　
　
　
　
　
　
　
　
、
O

　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ツ
ユ
明
け
の
ソ
茱
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
度
に
な
る
こ
ろ
（
九
月
十
日
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
の
ぼ
っ
て
三
十
五
日
前
後
が
タ

て
や
り
た
い
。
こ
の
際
チ
ッ
ソ
と
カ

リ
分
は
一
し
ょ
に
与
え
た
い
。

　
※
ナ
ス
、
ト
マ
ト
の
病

　
　
を
防
ご
う

　
ト
マ
ト
の
青
枯
病
、
エ
チ
ョ
ウ
病

が
出
や
す
い
季
節
で
す
。
土
壌
殺
菌

用
水
銀
剤
（
ソ
イ
ル
シ
ン
）
乳
剤
の

千
倍
液
を
一
ア
ー
ル
当
六
十
澱
を
濯

注
し
た
い
。

　
※
ウ
リ
類
炭
ソ
病

　
ジ
ネ
ブ
剤
は
ト
リ
ア
ジ
ン
の
四
百

倍
液
を
一
ア
ー
ル
当
り
三
十
五
澱
を

散
布
し
た
い
。

　
※
葉
葉
の
ナ
ン
ブ
ー
病

　
銅
水
銀
剤
五
百
倍
液
を
コ
ン
キ
ヨ

ク
散
布
し
た
い
。
菌
の
浸
入
口
を
つ

く
る
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ノ
ム
シ
～
ヨ
ト
ウ

ム
シ
を
、
ア
ル
ド
リ
ン
ま
た
は
ヘ
プ

タ
ク
ロ
ー
ル
等
に
よ
っ
て
防
除
し
た

、
O

②イロ￥ノ

だ
。
米
価
の
値
上
げ
に
つ
れ
て
、
米

に
な
っ
て
も
葉
色
の
さ
め
な
い
こ
と

に
弱
い
生
育
適
温
は
C
二
十
度
前
後

ネ
マ
キ
の
適
期
と
な
る
か
ら
、
八
月

レ

ム
■
マ
ー
『
1

を
少
し
で
も
多
く
と
り
た
い
と
思
う

の
が
人
情
だ
が
、
多
く
と
り
た
い
慾

が
多
い
が
、
こ
れ
は
栄
養
が
十
分
に

続
い
て
い
る
証
拠
で
、
葉
色
が
あ
せ

と
さ
れ
、
生
育
初
期
が
高
温
で
、
生

育
中
期
か
ら
結
球
期
へ
温
度
が
低
下

の
上
旬
の
内
に
マ
キ
終
え
た
い
。

　
※
タ
ネ
マ
キ
の
方
法

（
一
面
よ
り
つ
づ
く
）

に
か
ら
れ
て
稲
作
を
誤
っ
て
は
な
ら

は
じ
め
る
頃
ま
で
お
く
ら
す
と
よ

す
こ
と
が
よ
い
。

十
ア
ー
ル
当
り
、
○
・
五
鰐
位
い

で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
い
。
以
下
こ
れ
か
ら
の
水
管
理
、

い
。
一
般
に
こ
の
地
帯
の
穂
肥
時
期

※
品
種
の
選
び
方

中
部
地
区
の
段
丘
地
で
カ
ル
イ
土
の

①
耕
作
条
件
の
改
善

穂
肥
、
及
び
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て

は
早
す
ぎ
る
よ
り
も
遅
目
が
よ
い
。

松
島
交
配
七
号
、
千
才
、
（
中
晩

と
こ
ろ
で
は
、
ビ
ー
ル
ビ
ン
の
尻
で

イ
、
圃
場
は
集
団
的
に
計
画
化
し
、

述
べ
る
こ
と
に
す
る
σ

2
、
穂
肥
の
ま
き
方

生
）
松
島
新
二
号
（
芝
系
の
中
生
）

マ
ル
ク
播
き
場
所
を
作
る
の
も
一
方

そ
の
た
め
に
は
既
耕
地
内
の
交
換

1
、
穂
肥
や
る
と
き
は

穂
肥
量
は
、
品
種
の
特
性
、
基
肥

長
岡
交
配
二
号
、
長
岡
交
配
六
十
日

法
だ
。
マ
キ
終
っ
た
ら
ア
ル
ド
リ
ン

分
合
と
、
周
辺
の
未
開
地
を
開
墾

穂
肥
を
や
る
と
き
は
、
生
育
状
態

量
、
分
け
つ
の
切
り
上
り
の
良
否
、

（
早
生
）
種
マ
キ
期
が
遅
れ
る
に
従

粉
剤
を
、
湿
っ
た
モ
ミ
ガ
ラ
に
ま
ぶ

し
て
土
地
条
件
を
整
え
る
。

と
気
象
条
件
を
考
え
合
せ
て
穂
肥
の

茎
数
な
ど
を
診
断
し
、
水
田
条
件
、

っ
て
早
生
系
を
選
ぶ
。

し
て
散
布
し
、
乾
燥
と
害
虫
の
防
除

ロ
、
機
械
力
の
活
用
と
し
て
耕
私
機

や
れ
る
稲
と
や
れ
な
い
稲
を
し
っ
か

天
候
を
考
慮
し
て
決
め
る
。
目
安
と

※
タ
ネ
マ
キ
の
決
定

に
役
立
て
た
い
。

等
を
効
率
的
に
利
用
し
、
労
ヵ
の

り
と
つ
か
む
こ
と
だ
。
多
窒
素
田
で

し
て
は
、
分
け
づ
の
切
り
上
り
良
好

こ
の
中
部
で
は
最
低
気
温
C
十
五

※
ツ
ユ
明
け
の
ソ
菜

節
約
と
作
業
能
率
の
向
上
を
は
、

る
。

ハ
、
作
業
の
共
同
化
。
育
苗
に
は
親

床
を
共
同
設
置
す
る
。
本
圃
移
植

　
と
病
虫
害
防
除
の
協
同
化
実
施
。

　
収
穫
運
搬
の
共
同
。
簡
易
乾
燥
室

の
設
置
奨
励
。

②
経
営
の
改
善

イ
、
資
材
費
の
低
減
を
極
力
は
か
る

　
た
め
、
完
熟
堆
肥
や
草
木
灰
等
の

　
自
肥
料
を
増
産
、
増
徳
を
実
行
し

　
品
質
と
量
目
を
確
保
す
る
。

ロ
、
設
備
資
金
は
農
業
近
代
化
資
金

　
を
活
用
す
る
。

ハ
、
労
働
力
の
有
効
使
用
法
と
し
て

　
婦
人
、
老
人
の
労
力
を
い
か
し
、

　
と
く
に
婦
人
改
良
実
行
団
体
の
育

　
　
　
、
“
．
珊
．
…
甲
．
．
r

　
　
　
　
，
鐘
、
．
認

　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
盈
灘
・
甲

　
　
　
鰹
，
鐡

難
．
聾
麟

灘
騨
，
・
慰
く
…
鞭
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奄

　
　
　
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棘
藤

　
　
　
　
鯉

　瀦
毒

．
難
認
，

　
　
靴
縫
響

ー
盛

騨
成
を
は
か
り
、
雇
傭
労
働
を
節
約

す
る
。

二
、
公
社
側
の
技
術
指
導
、
組
織
と

　
の
緊
密
化
を
図
り
、
技
術
の
改
善

　
と
作
業
能
率
の
向
上
を
は
か
る
。

【
写
真
は
鷹
羽
地
区
の
タ
バ
コ
栽
培

団
地
】

臼
瞬
塑

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

酪
文
芸
欄
W

　
俳
　
句

　
　
　
梅
雨
明
け
　
　
紫
紅

紫
陽
花
の
街
灯
に
浮
き
梅
雨
明
け
る

旅
衣
脱
ぎ
て
青
葉
に
雲
臼
く

青
屋
根
に
遊
ぶ
雀
や
梅
雨
明
け
て

南
天
の
花
咲
き
斎
る
＼
梅
雨
の
朝

紫
陽
花
や
折
り
鶴
残
す
女
客

か
び
く
さ
き
ま
く
ら
数
干
す
梅
雨
明

漬
茄
子
の
ほ
ど
よ
き
色
や
妻
老
ぬ

入
道
雲
青
葉
押
へ
て
雷
遠
し

釣
人
の
影
紫
に
信
濃
川

　
短
　
歌

　
　
　
　
　
新
屋
敷
阿
部
清
枝

た
ら
ち
ね
の
母
お
わ
さ
ね
ば
妹
の

　
振
袖
持
ち
て
付
添
い
行
か
む

就
職
の
隣
の
少
女
乗
り
て
行
く

　
汽
笛
間
近
く
聞
え
て
き
た
り

日
溜
り
に
集
う
幼
女
等
そ
れ
ぞ
れ
に

　
母
の
言
う
こ
と
真
以
て
遊
べ
り


